
初夏のさわやかバスツアー

～東庄イチゴ狩りツアー・房総のむら体験ツアー～

家族会総会 ・ 納 涼祭 を終 え て －施設長 根本英子－

新年 度が スタ ート し、 早い もの で 半年が過 ぎよう としてい ます。 家族会 総会では 、施設 サービ スに

関 す る アン ケ ー トに ご 協力 頂 き 、 誠に あ り がと う ご ざ いま し た 。ボ ラ ンテ ィ ア 活 動に お い ても 、花 壇

の移植、草刈り、園内清掃等、多数のご家族の皆様にご参加頂き、大変感謝しております。

先 日 の納 涼 祭 は大 勢 の方 に ご 来 場頂 き ま した 。 ご 利 用者 様 の 体調 不 良も な く 、 打ち 上 げ 花火 に大 歓

声 を 挙 げた り 、 抽選 会 で賞 品 を 獲 得さ れ 大 喜び さ れ て いる お 姿 を拝 見 しま し た 。 毎年 盛 大 に開 催で き

ますのもボランティア、ご来賓、家族会、地域の皆様のご協力のおかげであること感謝申し上げます。

まだまだ暑い日が続きます。体調に十二分に注意され、どうぞお過ごし下さい。
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平成 ２ １ 年 度決算報告 平成 ２ １ 年 度事業報告

１．入所者状況

入所者 ７１名 (男性１３ 女性５８）

最高年齢 １０３歳 平均年齢 ８５ .３歳

平均要介護度 ３ .８

２．市町村別利用者数

龍ケ崎市 ５１名 稲敷市 １０名

牛久市 ２名 利根町 ２名

取手市 １名 茨城県外 ５名

３．ショートステイ利用状況

年間延利用日数 ４３２３日

月平均利用日数 ３６０日

４．デイサービス利用状況

年間延利用者数 ４５２７人

月平均利用者数 ３７７人

５．訪問介護利用状況

年間延訪問回数 １９３７回

月平均訪問回数 １６１回

６．居宅介護支援業務実績

年間相談件数 ２５８１件

年間認定調査件数 １３６件

年間申請代行件数 ５０件

７．在宅介護支援業務実績

年間相談件数 ４５８件

年間実態把握件数 ８０件

年間申請代行件数 ４件

～ 苦情処理解決の仕組みについて～

竜成園では、社会福祉法第８２条の規定により、ご利用者様がサービスを十分満足

して頂けるように、苦情処理解決体制を整備致しております。事業所のサービス等

について不満や不明な点は以下のような体制で相談を受け付け、解決に向けて誠意

をもって取り組みます。

苦情受付担当者（ 0297-62-2735） 特別養護老人ホーム 介護支援専門員・相談員 黒川良広
（ 0297-62-9865） デイサービス事業所 相談員 市村典子

訪問介護事業所 サービス提供責任者 大貫 緑

居宅介護支援事業所 介護支援専門員・管理者 後藤貴世

苦 情解決責任者 施設長 根本英子、副施設長 広瀬恵子

第 三者委員 評議員 来栖藤村、評議員 日下部秀男

外 部苦情受付 （ 029-305-7193） 茨城県社会福祉協議会 運営適正化委員会
（ 0297-62-1111） 龍ケ崎市 保健福祉部 介護福祉課

資金収支計算書（単位：千円） 事業活動収支計算書（単位：千円）

勘定科目 決算額 勘定科目 決算額

収入 431,042 収入 427,498

支出 353,110 支出 384,266

経常活動

収支

差額 66,959

事業活動

収支

差額 43,232

収入 0 収入 3,933

支出 1,233 支出 9,239

施設整備

収支

差額 -1,233

事業活動外

収支

差額 -5,306

収入 540 経常収支差額 37,925

支出 22,975 収入 9,256

支出 0財務活動

収支

差額 -22,435

予備費 0

特別収支

収支

差額 9,256

当期資金収支差額 43,289 当期活動収支差額 47,182

前期末収支差額残高 243,427 前期繰越活動収支差額 434,662

当期末支払資金残高 286,716 当期末繰越活動収支差額 481,845

次期活動収支差額 481,845

貸借対照表（単位：千円）

資産の部 決算額 負債の部 決算額

流動資産  306,394 流動負債 8,352

固定資産 878,447 固定負債 232,091

負債の部合計 240,444

純資産の部

基本金 267,777

国庫補助金等特別積立金 194,774

その他の積立金 0

次期繰越活動収支差額 481,845

純資産の部合計 944,396

1,184,841 負債の部及び純資産の部合計 1,184,841

居 宅 介 護 支 援 事 業 所

在 宅 介 護 の 拠 点 と し て ケ ア マ ネ ジ ャ ー に

よ る ケ ア プ ラ ン の 作 成 や サ ー ビ ス 調 整 を

行 っ て い ま す 。 介 護 保 険 の こ と で し た ら

ど ん な こ と で も お 気 軽 に ご 相 談 下 さ い 。

短 期 入 所 生 活 介 護 （ シ ョ ー ト ス テ イ ）

ご 自 宅 で 生 活 さ れ て い る 介 護 が 必 要 な

方 が一時 的に 入所で きるサ ービ スです 。

担 当 の 介 護 支 援 専 門 員 （ ケ ア マ ネ ジ ャ

ー ）とご 相談 の上、 お申込 下さ い。
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『個人ボランティア 黒田様』 『ネイティブハワイアンズ様』

毎 週 ３ 日 間 、 利 用 者 さ ん と ご 一 緒 に 手 芸 を

し た り 、 洗 た く 物 を 畳 ん だ り 、 お 出 掛 け の

付 添 い を し て い た だ い た り し て い ま す 。

今 年 で ３ 年 目 に 入 り 、 利 用 者 さ ん と の 何 気

な い 会 話 の 中 で 若 か っ た 頃 の こ と や 、 子 供

の 事 な ど 話 せ ば 話 す ほ ど 、 そ の 方 へ の 理 解

が 深 ま り 、 新 し い 事 の 発 見 が あ っ て と て も

楽 しいで すよ。 とおっ しゃっ ていまし た。

バ ン ド の メ ン バ ー は 、 ６ ０ 歳 を 過 ぎ て か ら

昔 の よ う に や っ て み よ う か ！ と 代 表 の 野 口

さ ん を リ ー ダ ー に 、 結 成 さ れ た そ う で す 。

龍 ケ 崎 市 内 を 中 心 に 、 つ く ば 、 牛 久 、 利 根

な ど の 福 祉 施 設 を 年 間 ３ ０ 回 ほ ど 、 慰 問 を

さ れ 、 １ ０ 年 以 上 活 動 さ れ て い ま す 。

７ 年 程 前 か ら は 社 会 貢 献 を 通 じ 福 祉 協 会 で

長 年活動 されてき たフラ ダンス のメン バー

と 共に活 動を始め ました 。慰問 先での 交流

を 大 切 に 楽 し み な が ら 続 け て い る そ う で す 。

濱田 康江
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5/12 東庄イチゴ狩りツアー
5/26 房総のむら体験ツアー
6/2 イトーヨーカドー訪問販売
6/13 家族会総会
6/15 龍ケ崎幼稚園慰問

6/26 ギター演奏慰問
6/30 ハワイアンバンド慰問
7/7 七夕会、流しソーメン

7/14 懐メロ歌謡慰問
7/24 家族会ボランティア作業
8/1 納涼祭

8/4 龍ケ崎市社協 Jr.ボラ慰問

9月 敬 老 会 1 0月 運 動 会 1 1月 バ ス ハ イ ク

ご 家 族 の 皆 様 も 、 ぜ ひ ご 参 加 下 さ い 。 お 待 ち し て お り ま す 。



- 3 -

社会福祉法人竜成園 広報誌

生活アルバム ～日常生活や イ ベ ン ト 風景の ご紹介～

■ イ チ ゴ狩 り＆道の駅のお買物 ツ ア ーに出掛 けま し た 。

■房総のむ ら で 、 昔懐か しの体験 を楽 し み ま し た 。

■家族団 らんのひ と 時 を 、 お 過 ご し に な り ま し た 。

■ 「 短 冊 に願い を込 めて 」 七 夕会 を開 き ま し た 。

～ 編集後記～

「竜成園広報誌 を ご覧 い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 次 号は １ １ 月 頃発行予定 で す 。 」

立 秋 とはい え 、 相変わ らず猛暑が続 いて お り ま す 。 今年の納涼祭 もお天気に恵まれ 、 ご家族様

地域の皆様 、 ボ ラ ン テ ィ ア の皆様に よ っ て 盛大に開催 し ま し た 。 模擬店初出店の金魚す く い が

子供達に大人気で し た 。 事務 所受付にある水槽に も二匹が仲間入 り し 、 元気 に泳い で い ま す 。

一番の盛 り 上が り は 、何 と い っ て も夜空に広が る大輪の花火！大 き な歓声があが り ま し た 。

東庄へイチゴ狩りと、道の駅「水の郷 さわら」

へのお買物バスツアーに出掛けました。

大きくて甘～いイチゴを、思う存分ほお張って

満面の笑み！50個も食べてしまった猛者も。

道の駅の産直品直売所では、お土産を沢山

お買い上げ。「また行きたい」 「海も良いなあ」

次回が待ち遠しい、楽しい一日となりました。

千葉の栄町にある体験博物館「房総のむら」へ

行ってきました。あいにくの曇り空のお天気で、

肌寒く感じましたが、もなか作りを体験したり、

昔ながらの遊びを楽しんだりと、皆さんにとって

懐かしい時間を過ごしました。お外で頂くお弁当

は格別に美味しかったですね。

家族会総会が開催され、大勢のご家族の皆様

にお集まり頂きました。施設運営に関するご報

告と、職員との情報交換をさせて頂きました。

昼食に、お弁当とデザートバイキングを家族水

入らずで召し上がり、楽しい時間となりました。

午後からは、花壇の植え替えや草かりに、ご参

加頂きました。ご協力ありがとうございました。

七夕の日に織姫と彦星の二人が竜成園にやっ

て来ました。利用者の皆さんの願い事を書いた

短冊の下で記念撮影を行いました。

また、大玉のスイカを、皆さんで力を合わせて

見事に真っ二つに割って美味しく頂きました。

たくさんの願い事、どうか叶いますように。
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猛暑の夏、残暑もまだまだ続きますが、暑さにも負けず

元気でお過ごしでしょうか？？

デイサービスでは、夏を満喫する行事や夏にちなんだ

作品作りを行いました。

★

★ ★

★

７月下旬に夏祭り

を行いました。

職員といっしょに

★ 大盛り上がり★

楽しいひと時を

過ごされました。

★ ★ ★

いつも皆様から

お庭に咲く季節の

花 々 を い た だ き デイサービスの

誠 に あ り が と う ルーム内にも飾り

ご ざ い ま す 。 夏を楽しんでいます

★ ★

夏の壁絵

（ ひ ま わ り ）

小

物

（
夏

の
花

々

）

カ
レ
ン
ダ

ー

（
８
月

）

ス テ ンド グラ スをモ チーフ

に、力の入った作品が

出来上がりました。

細かい手作業で大変でし

たが、出来上がった時は

皆さんに喜ばれました。

金魚と朝顔で、夏らしい

カレンダーとして、見事

仕上がりました。
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抽選会、一等の発表！

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱさ んの模擬店です本番、一緒に頑張るぞ

私も当たりましたよ～

準備は良い？せーの！

親子で笑顔のひととき 夫婦で楽しんでます 私たちも、楽しまなきゃ

社会福祉法人竜成園 広報誌

華麗な踊りをご披露

８月１日、第１９回竜成園納涼祭が盛大にとり行われまし

た 。 獅 子 舞 に 太 鼓 、 神 輿 と 次 々 に 登 場 す る 催 し を 楽 し く 観

た り 、 張 り 切 っ て 盆 踊 り に 参 加 し た り と 、 利 用 者 の 皆 さ ん

か ら は 、 笑 顔 が 絶 え ま せ ん で し た 。 お 祭 り の 最 後 を 飾 る 、

花火が打ち上がった時には「とてもキレイだね～」「おお～！

これはスゴイ！」と歓声が上がりました。

今年も近隣地域の皆様をお招きし、多数のご参加を頂きま

し た 。 今 後 も 、 地 域 福 祉 に 貢 献 し て い き た い と 思 い ま す 。

ご来場、ありがとうございました。


